
 
  １週間前、新学期がスタートしました。生徒と話をしていると、３年生になり勉強しなきゃ
と意識するようになった生徒、こちらが考えていた以上に自分の進路について考え、進路実現
に向けて取り組んでいる生徒に出会いました。私たち３学年団は、常に今の自分をアップデー
トしつづけ、「自分越え」を繰り返していく生徒をみたいと考えています。誰のためでもなく、
君たち自身のために、志望を下げたり妥協したりすることなく、最高に納得できる景色をみる

 ための努力に期待しますし、私たち３学年団は君たちの挑戦を全力で応援していく所存です。
  
  
  
１　「進路」はただの「行き先」ではない 
　　進路を考えるということは、ただ合格を目指す場所を探すことではなく、自分の人生のハ

 ンドルを自分できちんと握る、ということなのです。
　　「進路」という言葉を聞くと、多くの人は「どの大学に行くか」「どの会社に就職するか」

という「点（場所）」をイメージするかもしれません。しかし、進路を考えるということ
は、実は「どんな人生を歩みたいか」という「線（生き方）」を考えることそのものなの

 です。
  　
２　「選ぶ」ことは「自分をつくる」こと 
　　勉強が辛くなったり、模試の結果に一喜一憂したりすると、「どこでもいいから早く楽に

なりたい」という気持ちが芽生えることもあります。それは人間としてごく自然な感情です
が、そこで「第一志望」という目標を大切にしてほしいのは、それが君たちにとっての「理

 想の自分」への挑戦だからです。
　　「この大学なら受かりそうだから」という理由だけで選んだ道と、「ここに行ってこれを

学びたい」と願い続けて進んだ道。たとえ同じ場所に辿り着いたとしても、その過程で踏ん
張った経験は、将来君たちが困難にぶつかった時の「自信」という一生ものの財産になるは

 ずです。
 
３　その先にある景色を見に行こう 
　　今の君たちの前には、分厚い「進路希望実現（受験）」

という雲が広がっているかもしれない。でも、雲を突き
抜けた先には、必ず突き抜けるような青空と、納得感の

 ある人生が待っているはずです。
　　進路を考えることは、偏差値を比べることではない。「自

分はどうありたいか」「どんな大人になりたいか」この問
いに向き合い、最後まで第 1 志望を追い求める経験こそ
が、君たちの人生を豊かにする最高の糧になるのです。  

 　●３学年の進路予定  ●      ５月２３日（土）ベネッセ大学入学
４月１８日（土）ベネッセ総合学力記述模試                            共通テスト模試
    ２０日（月）進路主任講話                   ４～５月　早期講習（９回あり）    
５月　９日（土）第１回全統記述模試             ※４月後半より、各クラス、生徒との 
    １１日（月）進路オリエンテーション           個人面談を実施します 
                保護者進路ガイダンス（本校、対象；大学以外） 
    １４日（木）      〃            （北ガス文化ホール、対象；大学進学）
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 　　迷ったとき、悩んだ時には、「どの道を歩くかよりも、その道を 

　 どう歩くかの方がきっと大切。」「平坦な道だけがいいとは限らな 

　 い。」と思っています。どの道を歩くかは自分だけでは決められ 

　 ないこともありますが、その道をどう歩くかの方は自分で決められ 

　 ますから。 

　 そして、その心構えの方が、長い人生の中で大きな影響を与える 

　 と思うのです。 

　 また、宇宙へ行くまでの道のりは、訓練期間11年と長いものでし 

　 たが、また途中にスペースシャトルの事故があったりと決して平坦 

　 なものではなかったですが、そうした、山あり谷あり、回り道ありの 

　 様々な経験の一つ一つが、後の確固とした土台になってきます。 

　 　 迷ったらチャレンジングな道を行く、守りに入らない、ということ 

　 も試行錯誤しながらですが心がけていきた

　 いと思ってい 

　 ます。 

 
  
  

  
  
 
 

　昨年、ある生徒から看護系大学の出願についての相談を受けました。しかし、模擬試験を受
けていないので全くデータもなく苦慮しました。また、模擬試験や進学講習を申し込んでおき
ながら、当日、メールで欠席連絡をするような生徒もいました。最終的に損するのは生徒自身

 なのですが、ここで模擬試験や進学講習の意義について確認しておきたいと思います。

　 模擬試験　  

●模試は「合否判定」のためだけにあるのではない 
　　模試の結果が返ってくると、どうしても「Ａ判定」「Ｅ判定」という文字に目が奪われが

ちです。この判定はＧＰＳのようなもので現在地を特定してくれます。自分が今現在、目的
 地（志望校）に対してどの地点にいるのかを客観的に示してくれます。

また、弱点のあぶり出しをしてくれます。「わかっているつもり」だった穴を正確に教え
てくれます。判定を見て一喜一憂して終わりにするのは、地図だけ見て歩き出さないのと同

 じです。間違えた問題こそが、現在、自分に足りない「合格へのピース」なのです。
 同じ問題が出題されたら、二度と間違うことないように潰していくことが大切です。

　 進学講習　  

●経験をつんだ教科担任のノウハウをインストールする場である 
よく塾に通っているから進学講習は受けないという生徒がいます。昨年、ある生徒が自分

が通っている塾の月謝は約８万円といい、教室がざわつきました。また大学生の家庭教師で
も１時間 2000 円～ 3000 円が相場です。学校の先生を活用したら無料なのにと思うところで

 す。
進学講習を受ける効用は「思考のショートカット（近道）」にあります。長年、センター

や共テ、大学の過去問を講習で解説してきた先生方は、大学の傾向や受験生が陥りやすいと
ころなどを知っています。また、数学など一題解くのに長い時間を費やしていても非効率的
です。講習は効率的な解法を習得する場（自分自身にダウンロードする場）

 でもあります。
・模試や進学講習を受けることは、大変疲れることかもしれませんが、これ

らを受けることは、単なる勉強の延長ではなく、自分の将来への投資にな
 るのです。この１年間は、君たちの人生の分岐点の一つだと思います。

 　頑張りましょう。
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